
第18表　　　児童福祉法による児童福祉施設数
本表は．昭和加年3月末日現在で「厚生省報告門」にもとすいて作成されたものである。母子乱保育所養嚢施設の

技術義員は指専貝．俣損を対象とし各施設に医獅l名を含む。
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（注）単位：所，人，

第17表

資　料 大阪府民生部児童課大阪市民生局児童謀。

児童福祉施設収容実人員
本表は「厚生省報告例」にもとすいて作成された各年度における1カ月平均の数字である。但し昭和31年度は昭和

33年3月末日現在のものである．

（注）単位：人 資　料　大阪府民生部児童課及び大阪市民生局児童課。

第18表　　　結　婚　あ　っ・旋　状　況
本家は「腰生首報告例」にもとすいて作成されたものである。
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（注）単位：件， 資　料　　大阪府立夕陽丘結婚相談所。
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第23幸　　衛 生

（1）　病院数および病床数

府下における病院数は，昭和23年以後年々増加をたどり昭和33年は総数318となった。これを咋32年に比較すると

7病院の増加である。しかし経営主体別にみれば法人立肩院は2病院の減少であり，国立，地方公共団休立および

会社所属病院は全く増減がなく，結局，病院の増加は個人経営によるものの増加となっている。また，病院の種類別

にみると，その他の病院は274で（除数に占める率Ba1％）32年より7院増え，精神病院14（同4・3％），結核病院23

（7．1％），伝染病院7（2．6％）は昨年と変りない。なお，病院の増加と共に，一般診療所，歯科診療所もまた32年

の38張，1879から419a1879とそれぞれ増加した。

昭和刀年度末現在のすべての病院における病床総数は刃6別で咋32年度末の38135床より151g床の増加である0

その内訳を種類別でみると，精神病床4（M7（10．2％），結核病床7535（19．0％），伝染病床田3床（1・6％），その他

病床2743g（69．2％）である。昨年末より増加した1196床の内訳をみると結核病床9，精神病床3払　その他病床

1196とそれぞれ増加したが，伝染病床のみは刀床の減少となっている。一般に公衆衛生思想の発達とともに伝染病

床は年々減少を示している。

なお，昭和刀年から33年に至る種類別病床数の増減は次のとおりである。

精神病院病床数

結核病院病床数

伝染病院病床数

その他病院病床数
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（2）　死亡の概観

生活の安定と衛生知識の向上　医学の進歩等は急激尤死亡率の低下をもたらしつつある。府においても昨年の

ま日記4人から32鑓1人とその死亡者総数は人口増加にもかかわらず減少を示した。

死亡者数を年齢階層別にみると00歳以上が最も多く16788人，弧9％（咋32年の同数18135人，51・5％），次いで

0歳～4歳3112人　9．4％（同3512人，9，8％），5歳－∽歳、2747人，8，3％（同3036人8・5％），∽歳－54歳

2111人，6．4％（同2199人，6．2％），45歳～49歳1657人，5．0％（同1374人，4．9％），万歳－29歳1152人，3・5

％（l司1152人，3．2％），40歳－44歳1126人，3．4％（同1242人，3．5％），20歳～24歳1125人，3．4％（同1163

ノし3．3％），30歳－34歳の8人，3，0％（同1048人，3，0％），35歳～39歳932人，2．8％（同936人，2・6％），15歳－

19歳6四人，1．8％（同547人，1．5％），10歳－14歳215人，0．7％（同275人，0．8％）となっている。

また，死因別に多いものから列挙すると，中枢神経系の血管損傷5239人（16．0％），悪性新生物5072人（15■4

％），精神病の記載のない老衰並びに診断名不適当及び不明の原因3451人（10．5％），呼吸器系の結核2357人（0．7

％）となって，最近はいわゆる中風，ガンによる死亡が多い。そのほか注目すべきものには，自殺および自傷が1577

人（0．5％）のほか，自動車事故646人（0．2％），その他の不慮の事故が1114（0．3％）もの多きを数えることである■。

衛　　　生　　435

（2）　法定伝染病

昭和3年の法定伝染病患者死者は，患者4346人，死者1知人で32年のそれに比べて患者は1078人の増加となり，

死者は9人の減少となった。このように患者が増加した原因は，32年に1319人であった細菌性赤痢患者が，実に

2527人にも増加したことによるのである。しかし，死者は28人で昨年よりも1人少ないだけにとどまった。

府下の赤痢が・昭和31年に流行▼患者の増加をみた以外は，昭和27年の流行（患者3153人）を頂点として年々減

少をたどり，32年は1336人（アメーバ赤痢17人，細菌性赤痢1319人）と最低数を記録したのであるが，昭和3年

は大阪市住吉区および泉南郡岬町における近時まれにみる大校規な集団発生をはじめ，集団発生件数そのものが例年

にくらペて増加したため，患者数2540人（アメーバ赤痢13人，細菌性赤痢25刀人）の多きを示した。

ジフテリアは患者フ69人，死者16人で昭和32年の患者787名，死者31名に比べ患者，死者ともに減少の傾向を示し

ている。

本病は昭和28年頃から全国的に増加傾向を示したが，その後昭和31年の発生を最高として減少の幌向に転じた。

昭和刀年度に実施されたジフテリア免疫調査の成績が基盤となって，本年4月には予防接種法が改正され，ジフテ

リア予防接種の薪らしい方法が定められたので，改正法に基く予防接種の普及削ヒにより今後益々患者の減少が期待

される。

日本脳炎の33年の発生総数は，患者117人，死者41人で，32年の患者46人，死者17人にくらペ患者死者ともに増

加した。

昭和21年に本病が伝染病予防法に基づく指定伝染病（昭和刀年に法定伝染病となる。）に指定されて以来，大阪府

ではほとんど隔年流行の形で発生しており，本年は昭和25年の患者2防人，死者101人，51年の患者159人，．死者52

人に次ぐ戦後3番目の流行となった。

なお，■致命率の最も高いのが日本脳炎で35．0％，ついで，流行性脳脊髄膜炎25．0％，疫痢19．6％，ジフテリア2．1

％，細菌性赤痢1・1％，アメーバ赤痢0・8％，腸チフス0・6％，しょうこう熟0．9％となっている。法定伝染病総数の

致命率は3．5％である。

．（4）　届出伝染病および食中毒

昭和33年の食中毒を含む届出伝染病発生数は患者64456人死者140人で，昭和32年の患者104741人死者3711

人に比べて，患者，死者ともに著しい減少であるが，これは本年が「ましん」の非流行年の年にあたり，又前年のよ

うなインフルエンザの大流行がなかった関操であろう。

インフルエンザは前年世界的な大流行をみたので，本年は早くから予防接種の重点的実施，各報道機関により予防

知識の普及徹底を図るなど対策の強化に努めた結果，心配され挙行も起らなかったロ

急性灰自髄炎も最近一部府県に多発して問題にされているが，大阪府では現在のところこのような事態発生もな

く，患者数もここ数年間1謀）人前後にとどまっている。

食中毒防止については，あらゆる懐閏を通じて，普及啓蒙に努めているが，33年は近年まれな多発な年であって，

3働人の多きを数えた。これは32年の約3倍である。

これらの共通的原因としては気候の不版もあったか特に，手洗いの不完全と食品の保管状況の不備等があげられて

いる0なお・原因としては，毎年同じように魚介類，魚肉ねり製品等を生食したことによるものが多く8割を占めて

いる。
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お　よ　び　死　亡　者　数

む0な乳コレラ・とうそう・ベストは土地がないので省略した■昭和詔，33年は願。
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第1表
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資　料　　大阪府衛生部監理課。

届　出　伝　染　病，結　核，食　中　毒
應表の患者数は真性のみ．死亡者には疑似を含む。なお議当のない病名の£賃は省略してある。昭和
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（注）単位：人。　　　資　料　　大阪府衛生部監理課。
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本勲沌生省栄行の月刊誌「人口動態統計毎月概数」紀観の「人口勤落調査」によるものであり・した
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大阪府衛生部監理課。



第4表　　年　齢　別，月　別　死　亡　者　数
本妻は厚生省腎行の月刊誌「人口動態鏡計毎月無救」記載の「人口動態茶壷」によるものであり・従って概数のため・

月別主要死因別死亡老数とは一致しない〇本表は保ヰ所速習報告にもとずく各年中のもので定期・定鞠外の合計である｛

付し悪縁患者数は厚生省報告抑こよる年末現在数で．いずれも33年は概数である
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（注）単位＝人。　　　資　料　大阪府衛生部監理課0

第5表　　衛　生　　検　査　　件　数

u

u

7

m

1

0

　

1

1

一

4

　

2

二

　

■

　

■

1

■

1

（注）単位：件。　　　資　料　大阪府衛生部監理課〇

第6表　結核予防法による健康診断受診者数および結核登録患者数
本表は保健所運営報告にもとすく各年中のものでt丈阻定期外の合計である凸但し登録患者数は犀生首報告抑こよ

者

（注）単位：人。　　　史　料　大阪府衛生部監理課0

第7表　　　予防接種人員，病源体保有者数
本菱は保健所運営報告にもとすくもので・予防技掛こ■i定乳臨持および各期各回を含む。病原体保有者のチフスに

年

（注） 単位：人。　　　資　料　大阪府衛生部予防課。

第8表　　　病　院　お　よ　び　診　療　所　数
本葬は医療施設調査によるもので性病々院を含まないが．お年は概数である。なお病院とは患者知人以上を収容する

施設を有するものをいう。

年

年

（注）単位：院。　　　　資　料　　大阪府衛生部監理課。

第9表　　　病
前表騙注参照のこと。

床　　　　　　数

年

年

（注）単位：院，床。　　　　資　料　　大阪府衛生部予防課。

第11表　　　性　　病　　患　　者　　数
本葬は伝染病予防法および伝染窮屈出現劇に基づく医師の届出に上り作成されたものである。

年

年

（注）単位：人。　　　資　料　　大阪府衛生部予防課。

第12表　　　人　工　妊　娠　中　絶
本表は優生保農法第25条にもとすくものである。33年は概数。
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第18表　　保　　　健　　　婦　　　数
本表は酔健締・助産婦・看護婿法にもとづく敦案保絆絆名凱こよるもので・昭和33引i概数　紫は国民鍵康俣幣が含

まれる。

年　　　　末 有資格者数
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（注）単位：人。　　　資　料

第16表　　■　薬

大阪府衛生部医務課。
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計

年
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（注）単位：所。　　　資　料　大阪府衛生部医務課。

第17表　　　助　　　　産　　　　婦
本表は保健婦●助産婦・看護婦法による就薫助産婦名簿にもとすくもので．呵和33年は概数。

数

年

刀
刃
3
1
3
2
3
3

和
　
　
　
和

昭
　
　
　
昭

末
有資格者
総　　　数

就業者総数
勤　　　　　　務　　　　　　者

助　産　所lそ　の　他

年

年

（注）単位：

7121
7a〕1
5（：碍2

和
知
猫
m
5
3
1

つ
‘
つ
ん
つ
ん
2
2

5
1
8
3
訂
砿
7
9

つ

‘

つ

‘

2

つ

▲

2

資　料　　大阪府衛生部医務課。

刀
3
1
封
あ
万

3

つ

J

⊥

⊥

2

⊥

3

3

⊥

l

つ

ム

2

2

2

2

2

2

2

つ

ム

2

先

讐霜諸賢l保健所
7
n
U
 
E
J
つ
ム
’
∂

ュ
　
　
5
5

楽
求

梧
体

健
団

民
険

同
保

工場事業所 他のそ院

慧
麺
還
2
2

9

つ

‘

2

一

一

4
5
3

望
崇
完
薗

3
7
6
．
4
－
6

つ

ん

つ

ん

　

　

l

l

2

フ

〓

∠

一

一

（注）単位：人。　　　資　料　大阪府衛生部医務課〇

第19表　　　看　護　婦・看　護　人　数
本妻は保健婦．助産婦・看護婦法にもとすく粧業者蒼婦（人）名簿によるもので・昭和3削ま概数。なお攣看貫卿ま

謝礼　旧制を含む。

士

学

年

年

（注） 単位：人。 賀　料　　大阪府衛生部医務課。

年 末

（注）単位：人○ 資　料　　大阪府衛生部衛生課0



第22表　　あんま師・はり師・きゆう師・柔道整復師数
本表は厚生省首報告例にもとすいて作成されたもので，昭和33年は概数である。

者 者 者

年

年

（注）単位＝人。　　　資　料　大阪府衛生部医務課。

第23表　　　宿　泊　施　設・公　衆浴場　数
年表は厚生省搾告例にもとすいて作成されたもので．昭和33年は概数である。

年 末

第24蓑　　理容・美容・クリーニング施設数，従事者数
木表は厚生省報告例にもとすいて作成されたもので．昭和33年は概数である。

年 中

（注）単位：所，人。　　　資　料　大阪府衛生部環境衛生課。

第25表　　墓地・火葬場・納骨堂数，埋火葬死体・死胎数　　や
本表は厚生省報告桝にもとすいて作成されたもので．昭和33年は概数である。

年

年

（注）単位：所，体。　　　資　料　大阪府衛生部環境衛生課。

第26表　　　と畜場数，と　畜検査
本喪は厚生省報告例にもとすいたものであるが，昭和㍊年は概数である。

年 中

年

年

（注）単位：所，頑。　　　資　料　大阪府衛生部公衆衛生課。

第27表　　　へ　い　獣　化　製　場■　数
本末は厚生省組皇例にもとすき作成されたものである凱　昭和33年は概数である。

生　115

年

（注）単位：人，所。　　　　資　料　　大阪府衛生部公衆衛生課。

第28表　　　牛乳さ　く取および処理状況
本剰土斥生首報告例に基いて作成されたもので，さく取員および処理量は各年問のものである机　昭和お年は概数で

ある。

年

（注）単位：所，頭。　　　　資　料　　大阪府衛生部公衆衛生課。

第29表　　　登録犬，狂犬病予防任射・はい回犬東数
本衣は厚生省報告例にもとすき作成されたものである机　昭和33年は舞教である。

年 中

年

（注）単位：頭こ　　　　至　料　　大阪府衛生部予防課。

第30表　　　寄　生　虫　卵　保　有　者　教
本表は保建所運営報告によったもので．昭和お年は無数であるこ

（注）単位：人。　　　　資　料　　大阪府衛生部予防課。



第31表　　　昭　和　33　年　簡　易　生　命　表
本表は「人口動態統計毎月慨歎」のr年計」によったもので全国巌翼である。

資　料　　厚生省大臣官房統計調査部。

第　24　章

司法および警察


